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１ 超高齢社会の到来（県内）
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神奈川県の人口推計
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２ 未病（ME-BYO）とは

健康

病気健康 未 病

未病 ･･･健康と病気を２つの明確に分けられる概念として捉えるのではなく、
心身の状態は健康と病気の間を連続的に変化するものと捉え、このす
べての変化の過程を表す概念

未病の改善



３ ライフステージに応じた未病対策

10代以下 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上

個人
向け

企業
向け

子どもの未病対策
応援プログラム

健康・未病
学習教材

糖尿病対策、未病を叫ぶ男、未病番長

（女性向け）
未病女子navi、未病女子セミナー、ME-BYO STYLE

健康経営（CHO構想）の推進

オーラル対策
フレイル対策



４ 健康経営とは
企業や団体などが従業員やその家族の健康づくりを企業経営の一部として位置づけ、
経営責任として従業員等の健康マネジメントを進める取組み

健康経営への投資
従業員の健康増進
従業員の活力向上

組織の活性化
生産性の向上

業績向上
企業価値向上

県民（働く世代）
の健康寿命の延伸

従業員のメリット 企業のメリット

社会のメリット



５ 健康経営の効果（人材の獲得）
就活生とその親に対して実施したアンケートによると、就職先の企業に対して、
「従業員の健康や働き方に配慮している」ことを重視していることが判明

出典：経済産業省



６ 健康経営に対する中小企業経営者の声

大同生命サーベイ（2021年9月度調査）を基に作成

企業として従業員
個人の健康にどの
程度関与してよい
かの判断が難しい

31％

健康経営の認知度は上がってきているものの、中小企業経営者を対象としたアンケート調査
では、健康経営の実践に関して課題を感じている経営者が多いことが判明

22％

自社にノウハウが
ない

20％

時間・人手がない

17％

従業員の健康状態
を十分に把握して
いない

健康経営を実践するうえでの課題（n=9,304、複数回答）



７ ＣＨＯ構想推進事業所登録制度（2017年７月〜）

人手や資金の負担が少なく、「健康経営」にチャレンジできる
仕組みを県が提供し、中小企業の健康経営をサポート

CHO（Chief Health Officer = 健康管理最高責任者）を設置し、
健康経営を進めている企業・事業所を県が登録する制度



８ 様々な健康経営の認証制度

CHO構想推進
事業所

（神奈川県）

かながわ
健康企業宣言

（協会けんぽ）

横浜
健康経営認証
（横浜市）

健康経営
優良法人

（経産省）

県の競争入札参加
資格申請で優遇※中小企業の場合

※横浜市内の事業所の場合

県の取組みから始めて、県や保険者（協会けんぽ等）のサポートを
受けながらステップアップ



９ ＣＨＯ構想推進事業所に対する主な支援内容

１健康経営に係るセミナー等の開催

２女子トイレに掲示するポスターのデータの配布

３取組みを通じた企業のイメージアップ支援

４健康経営に役立つツールの提供



10 健康経営に係るセミナー等の開催
中小企業経営者や健康経営の担当者を対象にした、
健康経営実践セミナーやシンポジウムを年数回開催

かながわ健康経営シンポジウム2022（令和4年5月27日開催） 第１回健康経営推進者勉強会（令和4年8月24日開催）



11 女子トイレ等に掲示するポスターのデータの配布

掲示イメージ

[テーマの例]
・ 経血量 ・ 尿漏れ
・ 月経前症候群 ・ 睡眠
・ 乳がん/がん健診 ・ ヨガ

健康経営に積極的に取り組んでいる企業は
女性の健康問題に関心が高い

働く女性向けに作成したポスターを
月１回程度メールで提供



12 女子トイレポスターの一例



13 取組みを通じた企業のイメージアップ支援
•登録証、ステッカー、名刺に刷り込めるイメージロゴを配布
•県のホームページで事業所名等を紹介

（イメージロゴ）（ステッカー）
（登録証）



• 毎日の歩数や歩いた（走った）距離を自動で記録
• 未病の状態を数値で見える化する未病指標を実装

⇒認知機能やメンタルヘルス等の状態を気軽にチェック
⇒定期的な活用で、未病改善状況を把握

14 県ヘルスケアアプリ「マイME-BYOカルテ」

15項目
性別
年齢
BMI（身長・体重）
血圧（収縮期）

Mini-Cog（3問）

ロコモ５（５問）
歩行速度

音声（MIMOSYS）

生活習慣
領域

認知機能領域

生活機能領域

ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ･ｽﾄﾚｽ
領域

④さらに、結果に応じたアドバイスを表示



15 登録要件

○神奈川県内の企業・団体・事業所であること

○事業所にCHOを設置し、継続的に従業員とその家族の健康
づくりを実施して頂くこと

○従業員の「マイME-BYOカルテ」の利用を推進いただくこと

※同一企業、団体が複数の事業所を持つ場合、各事業所単位で登録可能。

○その他、要綱で定める登録要件を満たしていること

・消費税を滞納していない。
・過去２年間に労働基準監督署による是正勧告、指導を受けていない



16 登録申請方法

県ホームページ(CHO構想)
https://www.pref.kanagawa.jp/docs/mv4/cnt/f532717/index.html

(申請フォーム)インターネット又は郵送で簡単に申請可能

申請フォーム

CHO構想 県HP

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/mv4/cnt/f532717/index.html

